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【マイクロトラック・ベル株式会社 】 

【設備の特徴】 

 ・粒度分布測定装置は、0.02〜2,800μmの大きさの粉体粒子をレーザー回折・散
乱法により、測定する装置です。  

【設備の仕様概要、技術内容】 

■特長的な機能  

 ・超微粒子（0.02μm）から粗粒子（2,800μm）の粒子が１レンジで測定可能である。 

 ・少量サンプル（約0.05〜2ｇ）で測定が可能である。 
 
■仕様概要  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■効果が期待される利用分野 
  
【活用例】 

 ・フィラー材等の粒度分布測定 

 ・ガラス粉末の粒度分布測定 

 ・燃焼灰の粒度分布測定 

 ・木粉の粒度分布測定 

 

粒度分布測定装置 

型 式 ＭＴ3300ＥＸ2-ＳＤＣ-Ｈ 

測定原理 レーザー回折・散乱法 

試料必要量 0.05〜2ｇ 

測定範囲 0.02μm〜2,800μm（2.8mm） 

測定時間 10〜999秒任意設定（標準30秒） 

【適用製品の例】 

 ・セメントの品質管理  

 ・焼成材料の条件探索 

 ・燃焼灰のリサイクル 

 ・木材の化学物質変換利用 



【装置外観】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【応用事例】 
 ■効果的な利活用の例 

【お問い合わせ先】  
  秋田県産業技術センター 

  素形材プロセス開発部 環境・エネルギーグループ  遠田幸生   
  TEL：018-862-3414 ／ FAX：018-865-3949 

  〒010-1623 秋田県秋田市新屋町字砂奴寄4-11 ／ http://www.rdc.pref.akita.jp/ 

【設備の利用について】 
 試料をお送りいただく依頼試験にも対応しています。 
 詳細については当センターにご相談ください。 

燃焼灰の粒度分布測定結果 木粉の粒度分布測定結果 


